
１．学校教育目標と経営方針 

   学習指導要領の趣旨及び弥富市学校教育基本方針に基づいて、知・徳・体の調和のとれ

た人間形成を図るとともに、個性の伸長と生涯にわたり成長と発達を続けていくための生

きる力を育む。また、児童一人一人の強みを生かす視点を学校教育活動全体に位置付け、

非認知能力の育成とウェルビーイングの向上を目指した教育活動の充実を図る。 

   その実現に向けて、下記の５つの柱を基に学校経営を行う。 

 
 ２．本年度の重点努力目標 

 5 つの柱に基づいて「一人一人の強みを生かした学びと生活を通して、ウェルビーイン

グの向上を目指す」を合い言葉に、日々の教育活動を展開する。 

  ○ ＴＥＡＭ弥生小をめざして 

・ 学校教育目標の実現に向け、全教職員が持ち味を生かしながら一体となり、共通理

解のもとで生き生きとした教育活動の推進に努める。 

・ 教職員同士が互いのよさを認め合い、児童一人一人の強みを生かす視点を共有しな

がら、学年・分掌・専科等の連携を通して協働・協力体制の充実を図る。 

○ 学びづくりのために 

・ 授業改善を推進し、児童が互いのよさを認め合い、思いや考えを表現・交流する機

会を設定し、「主体的・対話的で深い学び」の充実を図り、確かな学力を育成する。 

・ 「24 の性格の強み」の視点を生かした学習活動や振り返りを工夫し、粘り強さ・

協働性・自己調整等の非認知能力の育成に努める。 

○ 心と体づくりのために 

・ 学校教育活動全体を通して非認知能力の育成を意識し、安心感・所属感・自己有用

感の向上を図る。 

・ 道徳教育、多様性を認める場の充実、体育的活動や健康教育、食育を通して、豊か

な人間性と健康な心身を育み、ウェルビーイングの向上を目指す。 

○ 家庭・地域との絆づくりのために 

・ 子どもたちの学びや成長を発信するとともに、学校評価を実施し、保護者及び地域

の思いや願いを捉え、結果を公表しながら教育活動の充実を図る。 

○ 職場の環境整備のために 

・ 教職員の協働を支える校内体制を整え、実践の共有と改善が図りやすい環境整備及

び心身の健康保持に努め、持続可能な教育活動の推進を図る。 

学校教育目標

○ ＴＥＡＭ弥生小

○ 学びづくり

○ 心と体づくり

○ 家庭・地域との絆づくり

〇 職場の環境整備

「なんとかなる」

失敗をおそれず取り
組む弥生小

「やってみよう」

夢や目標に向かって
努力する弥生小

子どもの学びと成長を発信し、強みを生かす視点を共有しなが
ら、信頼される学校づくりを進める。

「人間力」

業務の見直しと協働体制の充実を図り、持続可能で働きやすい職
場環境づくりを進める。

「情熱」

人権尊重を基盤に、認め合い生かし合う活動を通して、非認知能
力とウェルビーイングの向上を図る。 「専門性」

やさしく、よく考え、いのちを大切にする弥生っ子の育成

めざす子どもの姿 やさしく（徳） よく考え（知） いのちを大切にする（体）

誠実に生き、人間と
しての魅力ある教師

教育者としての愛情
と情熱をもった教師

研修に励み、力量を
高め、学び続ける教
師

心豊かに生活する子 自ら学び、自ら考える子 たくましく生きる子

「ありがとう」 全教職員が持ち味を生かして一体となり、協働・協力による教育
活動を推進する。

強みの視点と見取りを生かし、「わかる」「できる」が実感でき
る授業づくりを進める。

人とのつながりを大
切にする弥生小

「ありのままに」

自分を大切に自分ら
しく生きる弥生小

めざす学校の姿 経営方針～５つの柱～ めざす教師の姿
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